
国
際
労
働
基
準
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
三
者
の
間
の
協
議
に
関
す
る

条
約
（
第
百
四
十
四
号
）



国
際
労
働
基
準
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
三
者
の
間
の
協
議
に
関
す
る
条
約
（
第
百
四
十
四
号
）

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
招
集
さ
れ
て
、
千
九
百
七
十
六
年
六
月
二
日
に
そ
の
第
六
十
一
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

現
行
の
国
際
労
働
条
約
及
び
国
際
労
働
勧
告
の
規
定
、
特
に
、
千
九
百
四
十
八
年
の
結
社
の
自
由
及
び
団
結
権
保
護
条
約
、

千
九
百
四
十
九
年
の
団
結
権
及
び
団
体
交
渉
権
条
約
及
び
千
九
百
六
十
年
の
協
議
（
産
業
及
び
国
の
段
階
）
勧
告
の
規
定
が
自

由
な
か
つ
独
立
の
団
体
を
設
立
す
る
使
用
者
及
び
労
働
者
の
権
利
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
国
の
段
階
に
お
け
る
公
の
機

関
と
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
の
間
の
効
果
的
な
協
議
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

ま
た
、
多
く
の
国
際
労
働
条
約
及
び
国
際
労
働
勧
告
の
規
定
が
こ
れ
ら
の
条
約
及
び
勧
告
を
実
施
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る

使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
の
協
議
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

前
記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
四
議
題
で
あ
る
「
国
際
労
働
基
準
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
三
者
の
機
関
の
設
置
」
を
審

議
し
、
国
際
労
働
基
準
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
三
者
の
間
の
協
議
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、

そ
の
提
案
が
国
際
条
約
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
て
、

一



次
の
条
約
（
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
七
十
六
年
の
三
者
の
間
の
協
議
（
国
際
労
働
基
準
）
条
約
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
）
を
千
九
百
七
十
六
年
六
月
二
十
一
日
に
採
択
す
る
。

第
一
条

こ
の
条
約
に
お
い
て
、
「
代
表
的
団
体
」
と
は
、
最
も
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
で
結
社
の
自
由
の
権
利
を

有
す
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条

１
　
こ
の
条
約
を
批
准
す
る
国
際
労
働
機
関
の
各
加
盟
国
は
、
第
五
条
１
に
規
定
す
る
国
際
労
働
機
関
の
活
動
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
政
府
、
使
用
者
及
び
労
働
者
の
代
表
者
の
間
で
効
果
的
な
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
手
続
を
運
用
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
。

２
　
１
に
規
定
す
る
手
続
の
性
質
及
び
形
態
は
、
代
表
的
団
体
が
存
在
し
及
び
当
該
手
続
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
当

該
代
表
的
団
体
と
協
議
し
た
上
で
、
国
内
慣
行
に
従
い
各
国
に
お
い
て
定
め
る
。

第
三
条

１
　
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
手
続
に
お
け
る
使
用
者
及
び
労
働
者
の
代
表
者
は
、
代
表
的
団
体
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該

二



代
表
的
団
体
が
自
由
に
選
ぶ
。

２
　
使
用
者
及
び
労
働
者
は
、
協
議
が
行
わ
れ
る
機
関
に
お
い
て
平
等
の
立
場
で
代
表
さ
れ
る
。

第
四
条

１
　
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
手
続
に
対
す
る
事
務
上
の
支
援
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

２
　
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
手
続
の
参
加
者
に
対
し
て
必
要
な
研
修
を
行
う
た
め
の
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
、
代
表
的
団
体
が

存
在
す
る
場
合
に
は
、
権
限
の
あ
る
当
局
と
当
該
代
表
的
団
体
と
の
間
で
適
当
な
取
決
め
を
行
う
。

第
五
条

１
　
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
手
続
は
、
次
の
事
項
に
関
し
て
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(a)

国
際
労
働
総
会
の
議
事
日
程
の
議
題
に
関
す
る
質
問
書
に
対
す
る
政
府
の
回
答
及
び
同
総
会
に
お
い
て
討
議
す
る
た
め

に
提
案
さ
れ
た
文
書
に
関
す
る
政
府
の
意
見

(b)

国
際
労
働
機
関
憲
章
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
約
及
び
勧
告
の
提
出
に
関
連
し
て
権
限
の
あ
る
機
関
に
対
し
て
行

わ
れ
る
提
案

(c)

批
准
さ
れ
て
い
な
い
条
約
及
び
実
施
さ
れ
て
い
な
い
勧
告
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
条
約
又
は
勧
告
を
批
准
し
又
は
実
施

三



す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
に
い
か
な
る
措
置
を
と
り
得
る
か
を
検
討
す
る
た
め
、
適
当
な
間
隔
を
置
い
て
行
う
見
直
し

(d)

国
際
労
働
機
関
憲
章
第
二
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
国
際
労
働
事
務
局
に
対
し
て
行
わ
れ
る
報
告
か
ら
生
ず
る
問
題

(e)

批
准
さ
れ
た
条
約
の
廃
棄
に
関
す
る
提
案

２
　
協
議
は
、
１
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
て
十
分
な
検
討
を
確
保
す
る
た
め
、
合
意
に
よ
っ
て
定
め
る
適
当
な
間
隔
を
置
い
て

（
少
な
く
と
も
年
一
回
）
行
う
。

第
六
条

権
限
の
あ
る
当
局
は
、
代
表
的
団
体
が
存
在
す
る
場
合
に
は
当
該
代
表
的
団
体
と
協
議
し
た
上
で
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
条
約
に
規
定
す
る
手
続
の
運
用
に
関
す
る
年
次
報
告
を
公
表
す
る
。

第
七
条

こ
の
条
約
の
正
式
な
批
准
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
。

第
八
条

１
　
こ
の
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
で
自
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
も
の
の
み
を
拘
束

す
る
。

四



２
　
こ
の
条
約
は
、
二
の
加
盟
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

３
　
そ
の
後
は
、
こ
の
条
約
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
つ
い
て
も
、
自
国
に
よ
る
批
准
が
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効

力
を
生
ず
る
。

第
九
条

１
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
が
最
初
に
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
は
、
登
録
の
た
め

国
際
労
働
事
務
局
長
に
送
付
す
る
文
書
に
よ
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
廃
棄
は
、
登
録
さ
れ
た
日
の
後

一
年
間
は
効
力
を
生
じ
な
い
。

２
　
こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
、
１
の
十
年
の
期
間
が
満
了
し
た
後
一
年
以
内
に
こ
の
条
に
定
め
る
廃
棄
の
権
利
を
行

使
し
な
い
も
の
は
、
更
に
十
年
間
拘
束
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
は
、
十
年
の
期
間
が
満
了
す
る
ご
と
に
、
こ
の
条
に

定
め
る
条
件
に
従
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

１
　
国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
加
盟
国
か
ら
通
知
を
受
け
た
す
べ
て
の
批
准
及
び
廃
棄
の
登
録
に
つ
い
て
す
べ
て
の
加
盟
国
に

通
報
す
る
。

五



２
　
国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
二
番
目
の
批
准
の
登
録
に
つ
い
て
加
盟
国
に
通
報
す
る
際
に
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日

に
つ
き
加
盟
国
の
注
意
を
喚
起
す
る
。

第
十
一
条

国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
た
め
、
前
諸
条
の
規
定
に
従
っ
て
登
録
さ
れ
た

す
べ
て
の
批
准
及
び
廃
棄
の
完
全
な
明
細
を
国
際
連
合
事
務
総
長
に
通
知
す
る
。

第
十
二
条

国
際
労
働
機
関
の
理
事
会
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
約
の
運
用
に
関
す
る
報
告
を
総
会
に
提
出
す
る
も
の
と

し
、
ま
た
、
こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
の
改
正
に
関
す
る
問
題
を
総
会
の
議
事
日
程
に
加
え
る
こ
と
の
可
否
を
検
討
す
る
。

第
十
三
条

１
　
総
会
が
こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
を
改
正
す
る
条
約
を
新
た
に
採
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
正
条
約
に
別
段
の
規
定

が
な
い
限
り
、

(a)

加
盟
国
に
よ
る
そ
の
改
正
条
約
の
批
准
は
、
そ
の
改
正
条
約
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
と
き
は
、
第
九
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
然
に
こ
の
条
約
の
即
時
の
廃
棄
を
伴
う
。

六



(b)

こ
の
条
約
は
、
そ
の
改
正
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
加
盟
国
に
よ
る
批
准
の
た
め
の
開
放
を
終
了
す
る
。

２
　
こ
の
条
約
は
、
こ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
１
の
改
正
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に

も
、
そ
の
現
在
の
形
式
及
び
内
容
で
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

第
十
四
条

こ
の
条
約
の
英
文
及
び
フ
ラ
ン
ス
文
は
、
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。

以
上
は
、
国
際
労
働
機
関
の
総
会
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
て
千
九
百
七
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
閉
会
を
宣
言
さ
れ

た
そ
の
第
六
十
一
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
条
約
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
我
々
は
、
千
九
百
七
十
六
年
六
月
二
十
三
日
に
署
名
し
た
。

総
会
議
長

Ｍ
・
オ
レ
ア
リ
ー

七



国
際
労
働
事
務
局
長

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
ル

八


